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　夏本番を迎え、南の島を象徴する時期となった。

　子供達も夏休みに入り、宿題に追われながらも

自然豊かな喜界島を楽しんでいる。

碧
い
空
と
透
き
通
る
海

　
　

―

た
だ
い
ま
夏
ま
っ
盛
り―
8
No.542



選手宣誓をする幸得選手

準決勝完投の野間（貴）投手

熱戦を繰り広げ準優勝した喜界メンバーら 決勝を戦う喜界チーム たくさんの応援が駆けつけた

軟
式
野
球
喜
界
開
催

軟
式
野
球
喜
界
開
催

２
回
戦
・
和
泊
町
（
９
対
０
）

　

昨
年
、
同
大
会
で
準
優
勝
し
て

シ
ー
ド
さ
れ
た
喜
界
町
は
２
回
戦
か

ら
登
場
し
、
喜
界
高
校
グ
ラ
ン
ド
で

和
泊
町
と
対
戦
し
た
。

　

先
攻
喜
界
町
は
１
回
、
竹
下
昇
の

左
安
打
と
好
走
塁
で
幸
先
よ
く
１
点

を
先
制
す
る
。
し
か
し
、
２
回
以
降

は
打
線
が
沈
黙
、
行
き
詰
ま
る
投
手

戦
と
な
っ
た
。
地
元
開
催
で
こ
こ
数

年
勝
利
の
な
い
喜
界
町
は
４
回
、
勝

利
へ
の
執
念
を
み
せ
た
。
四
死
球
と

相
手
の
エ
ラ
ー
で
走
者
を
た
め
、
竹

下
の
２
塁
打
で
追
加
点
を
奪
っ
た
。

　

さ
ら
に
５
回
、
走
者
を
た
め
た
後

の
ス
ク
イ
ズ
な
ど
で
試
合
を
決
め

た
。
投
げ
て
は
先
発
相
良
忠
之
が
相

手
の
攻
撃
を
３
回
ま
で
無
失
点
に
抑

え
、
続
く
野
間
貴
也
、
澄
田
哲
久
が

継
投
、
完
封
で
快
勝
し
た
。

準
決
勝
・
与
論
町
（
17
対
１
）

　

大
会
二
日
目
、
喜
界
町
は
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
与
論
町
と
対
戦
し
た
。

　

喜
界
町
は
１
回
、
１
点
を
先
制
し

た
も
の
の
、
そ
の
後
は
１
点
を
争
う

苦
し
い
試
合
展
開
と
な
っ
た
。
し
か

し
４
回
、
志
立
直
樹
の
右
中
間
へ
の

本
塁
打
で
追
加
点
を
奪
う
と
、
続
く

５
回
、
遂
に
喜
界
町
の
強
力
打
線
が

目
覚
め
る
。
こ
の
日
２
本
目
と
な
る

志
立
の
満
塁
本
塁
打
や
、
打
者
１
巡

す
る
猛
攻
で
一
挙
15
点
を
奪
う
。

　

投
げ
て
は
野
間
（
貴
）
が
与
論
町

打
線
の
反
撃
を
一
点
に
抑
え
、完
投
。

　

第
66
回
県
体
・
第
53
回
大
島
地
区
大
会
が
７
月
14
・
15
日
を
中
心
と
す
る
日

程
で
大
島
地
区
各
市
町
村
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
町
で
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
と
し
、
軟
式
野
球
競
技
が
行
わ
れ
た
。

猛
暑
の
中
各
チ
ー
ム
が
地
元
の
意
地
と
名
誉
を
懸
け
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

決
勝
に
コ
マ
を
進
め
た
。

決
勝
・
奄
美
市
（
２
対
３
）

　

決
勝
は
燦
々
と
降
り
注
ぐ
太
陽
の

下
、
２
大
会
ぶ
り
と
な
る
強
敵
・
奄

美
市
と
対
戦
。
奄
美
市
の
主
戦
佐
々

木
は
鹿
児
島
県
を
代
表
す
る
好
投
手

で
、
ロ
ー
ス
コ
ア
の
試
合
が
予
想
さ

れ
、
喜
界
町
の
苦
戦
は
否
め
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
２
回
、
先
取
点
が
欲
し
い

喜
界
町
は
、
辻
崎
智
徳
が
中
安
打
で

出
塁
す
る
と
、
続
く
堀
倫
明
が
犠
打

で
走
者
を
二
塁
に
進
め
、
志
立
の
ラ

イ
ト
前
適
時
打
で
先
制
。
念
願
の
先

取
点
を
奪
っ
た
。
勢
い
づ
く
喜
界
町

は
先
発
澄
田
が
３
回
ま
で
走
者
を
背

負
う
も
巧
み
な
投
球
術
を
見
せ
、
強

力
奄
美
打
線
を
無
失
点
に
抑
え
た
。

　

４
回
、奄
美
市
の
攻
撃
は
中
安
打
、

エ
ン
ド
ラ
ン
で
走
者
を
二
塁
に
進
め

る
と
す
か
さ
ず
三
塁
へ
盗
塁
を
試
み

る
。
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
捕
手
が

三
塁
に
送
球
す
る
が
、
打
者
の
バ
ッ

ト
に
当
た
る
。
そ
の
ボ
ー
ル
が
転
々

と
す
る
間
に
、
走
者
が
本
塁
を
突
き

同
点
と
さ
れ
、
試
合
は
振
り
出
し
に

戻
る
。

　

７
回
、
喜
界
町
は
得
点
圏
に
走
者

を
進
め
る
も
、
好
投
手
佐
々
木
に
抑

え
ら
れ
る
。
一
方
、
喜
界
町
相
良
投

手
も
走
者
を
背
負
う
が
気
迫
の
投
球

で
後
続
を
絶
ち
、
奄
美
打
線
を
無
失

点
に
抑
え
、
勝
者
を
判
定
戦
で
決
め

る
息
詰
ま
る
好
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

　

判
定
戦
は
ノ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
で
正

位
打
者
か
ら
攻
撃
を
行
う
。
喜
界
町

の
攻
撃
は
、
志
立
が
一
、二
塁
間
に

強
い
打
球
を
放
つ
が
、
相
手
二
塁
手

の
好
守
備
に
阻
ま
れ
１
点
の
み
の
得

点
と
な
っ
た
。
一
方
奄
美
市
は
、
２

度
の
犠
牲
フ
ラ
イ
で
２
点
を
奪
い
、

サ
ヨ
ナ
ラ
で
喜
界
町
を
下
し
た
。

　

準
優
勝
に
終
わ
っ
た
喜
界
町
の
辻

﨑
監
督
は
「
地
元
開
催
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
が
、
選
手
は
よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
た
。
初
戦
と
準
決
勝

は
持
ち
前
の
集
中
打
が
で
て
、
効
率

よ
く
得
点
で
き
た
。
続
く
決
勝
は
奄

美
を
代
表
す
る
投
手
の
投
げ
合
い

で
、
１
、２
点
の
勝
負
と
思
っ
て
い

た
。
一
点
先
取
し
た
後
の
追
加
点
が

取
れ
な
か
っ
た
の
が
敗
因
。し
か
し
、

大
量
得
点
と
判
定
戦
が
あ
り
、
応
援

し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
方
々
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
試
合
が
で
き
た
」
と

語
っ
た
。
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第66回県民体育大会第53回大島地区大会各競技別成績
平成24年 7月開催

開催地 競技名 優勝 ２位 ３位 試 合 結 果

奄美市

陸上男子 奄美 喜界 龍郷 総合順位
１位＝奄美、２位＝龍郷、３位＝喜界
女子団体４位陸上女子 奄美 龍郷 和泊

【男子】共通男子110mH②寳利幸26秒５、高校男子400ｍ②岩切孝平65秒９③玉敏史70秒４、30歳代
男子100ｍ①富田健太11秒７、高校男子1,500ｍ②岩川武蔵４分22秒０、共通男子４×100R①古謝・山倉・宝・
富田46秒２、高校男子砲丸投②南兼太８ｍ35、30歳未満男子砲丸投①德孝則10ｍ 37、30歳代男子砲丸
投①野間之弘11ｍ39
【女子】高校女子100ｍH②榮田琴美18秒８、高校女子800ｍ①築彩香２分40秒０、高校女子100ｍ③榮
田琴美14秒１、高校女子砲丸投②奥野寧々６ｍ16 

ゴルフ 宇検 奄美 龍郷 喜界６位　スコア430

テニス 奄美 徳之島 喜界･瀬戸内 喜界３－２与論・瀬戸内４―１喜界喜界４－１和泊・奄美３－０喜界 

バスケット
ボール男子 奄美 龍郷 瀬戸内･徳之島 奄美110－ 80喜界・瀬戸内78－61喜界喜界５位

バスケット
ボール女子 奄美 徳之島  喜界 ･瀬戸内 瀬戸内92－55喜界・喜界64－61与論

奄美119－ 37喜界

相撲１部  奄美市笠利 瀬戸内 喜界
瀬戸内３－０喜界町・喜界２－１奄美市住用
喜界３－０奄美市名瀬・奄美市笠利３－０喜界
（個人戦　倉橋憲司３位）

相撲２部 奄美市笠利 奄美市名瀬 喜界･龍郷 喜界２－１与論・喜界２－１龍郷
奄美市笠利２－１喜界

ソフトボール男子 奄美 龍郷 宇検･大和 龍郷８－０喜界
喜界５位

弓道 奄美 喜界 徳之島 近的26・遠的32
個人３位　富岡和則（近的７・遠的８）       

龍郷町
バトミントン男子 奄美 知名 和泊･与論 奄美３－０喜界・喜界１－２与論

喜界５位

バトミントン女子 奄美 徳之島 知名･与論 奄美３－０喜界・徳之島２－１喜界
喜界７位

喜界町 軟式野球 奄美 喜界 瀬戸内･与論 喜界９－０和泊・喜界17－１与論
奄美３－２喜界

宇検村 バレーボール
男子 瀬戸内 奄美 龍郷･和泊 和泊２－０喜界・瀬戸内２－１喜界

喜界７位

瀬戸内町
サッカー 与論 喜界 奄美･瀬戸内 喜界２－０和泊・喜界１－０知名

喜界２－０奄美・与論１－２喜界

バレーボール
女子 瀬戸内  奄美 喜界･龍郷 和泊２－０喜界・喜界２－０知名

喜界２－１徳之島・瀬戸内２－０喜界

徳之島町 ゲートボール 奄美 喜界 伊仙･宇検
喜界12－11与論・喜界19－８大和
喜界23－７徳之島・喜界17－15宇検
奄美14－９喜界

伊仙町 グラウンド･ゴルフ 徳之島 伊仙 龍郷 スコア263　喜界12位

和泊町
ソフトテニス男子 瀬戸内 喜界 奄美･宇検

徳之島３－２喜界･喜界３－２宇検
喜界３－２和泊・喜界３－２奄美
瀬戸内３－１喜界

ソフトテニス女子 奄美 龍郷 天城･瀬戸内 奄美３－０喜界・和泊２－１喜界
喜界５位
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カメラを構える曲迫さん
※「ブログのイメージを大切にしたい」という気持ちに

配慮し顔出しはＮＧとさせていただいた

＊ブログ（blog）とは、ウェブログ（weblog）を省略した言葉。
ネット上に投稿されている日付入りの記事を中心としたウェ
ブサイトを指すときに使われている。各記事にリンクを貼っ
たり、コメントを付けたり、新しい記事が常に上部に表示さ
れるといったサイトを呼ぶ場合が多い。

奄美新聞平成24年３月10日より

　

曲
迫
さ
ん
は
夫
の
転
勤
で
喜
界
島

に
来
た
。
転
勤
が
決
ま
る
と
す
ぐ
に

「
喜
界
島
っ
て
ど
ん
な
所
だ
ろ
う
？
」

と
期
待
を
胸
に
、
手
当
た
り
次
第
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
。
最
初
に

注
目
し
た
の
は
「
島
々
文
様
―
し
ま

し
ま
も
ん
よ
う
―
」
サ
イ
ト
。
そ
の

サ
イ
ト
に
は
豊
か
な
自
然
が
残
る
喜

界
島
の
様
子
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
美
し
い
写
真
に
引
き

つ
け
ら
れ
、
来
る
こ
と
が
待
ち
遠
し

か
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
ネ
ッ
ト
で
喜
界
の
情
報
を

探
し
て
い
る
と
、
島
在
住
者
の
ブ
ロ

グ
が
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
と
感
じ

た
。
そ
こ
で
写
真
撮
影
が
趣
味
の
曲

迫
さ
ん
は
、
自
分
が
撮
る
島
の
日
常

風
景
を
一
人
で
満
足
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
写
真
を
利
用
し
て
都
会
に

住
ん
で
る
出
身
者
が
故
郷
を
懐
か
し

む
ブ
ロ
グ
が
で
き
た
ら
と
考
え
、
一

念
発
起
。「
喜
界
島
通
信
」
ブ
ロ
グ

を
立
ち
上
げ
る
。
そ
れ
か
ら
カ
メ
ラ

を
片
手
に
身
近
に
あ
る
島
の
宝
を
発

掘
す
る
毎
日
が
始
ま
っ
た
。

　

最
初
は
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
で
島

の
日
常
風
景
を
撮
影
し
、
ブ
ロ
グ
に

綴
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
羽
が
赤

く
綺
麗
な
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
に
出
会

い
、
何
度
も
写
真
に
収
め
よ
う
と
す

る
が
失
敗
す
る
。
こ
の
時
、
コ
ン
パ

ク
ト
カ
メ
ラ
の
限
界
を
感
じ
、
一
眼

レ
フ
の
カ
メ
ラ
を
購
入
。
再
び
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
決
意
す
る
。
そ
の

カ
メ
ラ
で
後
日
、
リ
ベ
ン
ジ
を
果
す
。

　

撮
影
に
成
功
す
る
と
さ
ら
に
楽
し

く
な
り
、
喜
界
に
生
息
す
る
様
々
な

鳥
・
蝶
な
ど
を
写
真
に
収
め
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
撮
っ
た
動

植
物
な
ど
は
そ
の
都
度
図
鑑
等
で
調

べ
、
判
別
で
き
な
い
も
の
は
ネ
ッ
ト

上
の
掲
示
板
に
写
真
を
投
稿
す
る
な

ど
し
て
名
前
を
調
べ
た
。

　

今
、
特
に
興
味
が
あ
る
も
の
は

「
鳥
」。
そ
の
出
会
い
は
突
然
で
あ
る

上
に
動
き
は
素
早
く
、「
今
だ
！
」

と
思
っ
た
瞬
間
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
は
自

分
の
反
射
神
経
と
の
戦
い
で
、
そ
こ

が
ま
た
お
も
し
ろ
い
と
語
る
。
そ
の

た
め
、
カ
メ
ラ
は
出
か
け
る
と
き
に

必
ず
持
っ
て
行
き
、
今
も
そ
の
一
瞬

を
狙
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
海
に
囲

ま
れ
た
喜
界
島
の
海
岸
を
撮
影
す
る

時
は
、
よ
く
漂
着
物
等
の
ゴ
ミ
が
写

真
に
写
っ
て

し
ま
い
、
抜

群
の
構
図
に

巡
り
会
っ
て

も
い
い
写
真

に
な
ら
な
い

こ
と
が
あ

り
、
と
て
も

残
念
」
と
い

う
。し
か
し
、

都
会
で
は
よ

く
ポ
イ
捨
て

さ
れ
た
ゴ
ミ

を
見
か
け
る

が
島
の
集
落

内
に
は
少
な

く
、
そ
れ
は

同
じ
島
外
出

身
の
ブ
ロ
グ
仲
間
も
驚
い
て
い
た
。

集
落
内
の
人
た
ち
が
定
期
的
に
掃
除

を
し
、
ポ
イ
捨
て
を
す
る
人
が
少
な

い
の
で
は
…
と
い
う
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
も
鹿
児
島
市
で
は
、
ほ
と
ん

ど
が
カ
ラ
ス
対
策
用
の
ネ
ッ
ト
の
み

だ
が
、
喜
界
は
手
作
り
の
ボ
ッ
ク
ス

が
多
く
設
置
さ
れ
、
ゴ
ミ
に
対
す
る

町
民
の
意
識
の
高
さ
が
伺
え
る
と
語

る
。

　
「
喜
界
島
通
信
」
の
更
新
は
ほ
ぼ

毎
日
行
っ
て
お
り
、
継
続
で
き
る
の

は
応
援
し
て
く
れ
る
夫
の
協
力
の
お

か
げ
と
話
す
曲
迫
さ
ん
。
今
の
目
標

は
頑
張
っ
て
「
毎
日
ブ
ロ
グ
を
更
新

す
る
こ
と
」。
そ
し
て
、
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
、
刻
々
と
変
化
す
る
喜
界

島
の
様
子
と
、
す
で
に
発
掘
さ
れ
た

観
光
名
所
で
は
な
く
、
集
落
の
中
に

あ
る
身
近
で
素
敵
な
場
所
を
発
見
し

て
、
紹
介
し
た
い
と
語
る
。

　

最
後
に
、
曲
迫
さ
ん
が
自
然
豊
か

な
喜
界
に
育
つ
子
供
達
に
伝
え
た
い

こ
と
―
「
喜
界
島
の
ほ
と
ん
ど
の
子

供
達
は
18
歳
で
島
外
へ
巣
立
っ
て
い

く
。
生
ま
れ
育
っ
た
島
で
普
段
目
に

し
て
い
る
動
植
物
の
名
前
を
、
地
元

の
人
間
で
も
意
外
と
知
ら
な
い
。
こ

の
島
の
豊
か
な
自
然
を
も
っ
と
知
っ

て
、
都
会
で
も
思
い
出
し
て
、
い
つ

か
必
ず
故
郷
・
喜
界
島
に
帰
っ
て
き

て
欲
し
い
。」
―

特
集　

も
っ
と
身
近
に
あ
る
喜
界
島
の
宝
を
伝
え
た
い

〜
「
喜
界
島
通
信
」
ブ
ロ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

曲
迫
み
か
子
さ
ん
〜

　

奄
美
新
聞
社
と
奄
美
群
島
情
報
サ
イ
ト
「
し
―
ま
」
が
奄
美
群
島
ブ
ロ
ガ
ー

を
応
援
す
る
た
め
に
企
画
し
た
、「
奄
美
新
聞
記
者
が
選
ぶ
ブ
ロ
グ
ベ
ス
ト
10
」

の
３
月
号
に
お
い
て
、
堂
々
１
位
を
獲
得
し
た
「
喜
界
島
通
信
」。
そ
の
ブ
ロ
グ

で
日
々
変
わ
る
喜
界
島
の
様
子
を
発
信
す
る
曲
迫
み
か
子
さ
ん
を
特
集
す
る
。
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

学力向上対策会議の様子

子ども議会の様子

学
力
向
上
対
策
会
議

　

7
月
8
日
（
日
）、
喜
界
町
中
央
公
民
館

で
平
成
24
年
度
第
１
回
喜
界
町
学
力
向
上

対
策
会
議
（
主
催
：
喜
界
町
教
育
委
員
会

　

晴
永
清
道
教
育
長
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
議
は
、
今
回
で
９
回
目
に
な
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
学
校
評
議
員
、
各
種
団
体
代

表
の
他
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
小
・
中
学
校

の
保
護
者
で
、１
０
５
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
喜
界
高
等
学
校
の
藤
﨑
校
長
に

高
校
の
現
状
に
つ
い
て
進
学
率
の
高
い
与
論

高
校
と
比
較
し
な
が
ら
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
に
、
各
小
・
中
学
校
が
各
学

校
で
取
り
組
ん
で
い
る
学
力
向
上
の
具
体
策

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
学
力

向
上
推
進
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
た
共
通

実
践
事
項
（
広
報
き
か
い
７
月
号
参
照
）
を

確
認
し
て
本
会
議
を
閉
会
し
ま
し
た
。
喜

界
町
の
児
童
・
生
徒
の
明
る
い
未
来
を
拓
く

た
め
に
も
学
力
向
上
は
、
最
重
要
課
題
で

す
。
こ
の
会
議
で

の
講
話
や
報
告
を

も
と
に
家
庭
・
学

校
の
連
携
が
深
ま

り
、
子
ど
も
た
ち

の
学
力
向
上
に
結

び
付
く
こ
と
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
議
会

　

7
月
24
日
（
火
）
に
第
７
回
喜
界
町
子
ど

も
議
会
が
町
議
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
共
通
テ
ー
マ
「『
日
本
で
最
も

美
し
い
村
』
に
ふ
さ
わ
し
い
喜
界
島
に
す
る

た
め
に
小
・
中
学
生
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
で

き
る
か
。」
に
つ
い
て
、
各
学
校
で
話
し
合
い

を
進
め
、
そ
の
結
果
を
代
表
者
が
発
表
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
平
成
23
年
度
の
「
ふ
る
さ
と

美
化
活
動
」
や
学
校
独
自
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
学
校
再
編
前
の

旧
学
校
で
の
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
し
、

そ
の
中
で
、
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
と
、
思
っ

た
以
上
に
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る

こ
と
、
第
3
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
「
ふ
る

さ
と
美
化
活
動
」へ
の
参
加
が
消
極
的
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
も
と
に
子
ど

も
議
会
で
次
の
二
つ
の
こ
と
を
今
後
各
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
議
員

【
喜
界
小
】
四
年 

上
園　

侑
･
五
年 

体
岡 

天
音
･
六
年 

値　

和
徳

【
早
町
小
】
四
年 

吉
田 

光
希
･
五
年 

照 

賢
将
･
六
年 

河
田 

夏
歩

【
喜
界
中
】

議
長 

西
村 

賢
太 

副
議
長 

榮 

優
真 

書
記 

春
日 

竣
介 

一
年 

俊
山 

竜
輝 

二
年 

生
田 

直
己 

三
年 

向
井 

結
子

一
、 

第
3
日
曜
日
の
ふ
る
さ
と
美
化
活

動
に
全
員
が
参
加
す
る
た
め
に
各

集
落
で
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
掲
示
す
る
。

二
、 

各
学
校
で
日
程
を
決
め
て
、
海
岸

の
ゴ
ミ
を
拾
い
を
行
う
。
集
落
で

行
う
場
合
は
、
小
・
中
・
高
の
児

童
生
徒
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
参

加
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

喜界町生涯学習推進会議
分科会名 テーマ 実践事項 推　　　　　　進　　　　　　策

〈第１分科会〉
自立を育む青
少年教育部会

　青少年の自立
心を育み、学び
続ける力を養うふ
るさとづくりはどう
あればよいか。

　地域・家庭・学校で、
大人と子どもと夢や思
いを語り合おう。

① 話す、聞くなどの基本的な言語活動の充実。（学校）
② 責任感･自己決定力を養成するためのキャリヤ教育の推進。（学校）
③ ゲストティーチャーを招き、ふるさとを知り、誇りを持ち、故郷の担い手として故郷に関わることを働きかけ

る。（学校）
④ 半成人式・立志式で将来の夢や目標を語らせ、自己評価を通じて個々のステップアップを図る。（学校）
⑤ 児童会・子ども会・シンポジウム等を通じて、地域の活性化について地域や保護者と連携した実践的な

話し合いを行う。（学校）
〈第２分科会〉
潤いと安らぎの
あるまちづくり
部会

　生活に潤いを
持ち、住み続け
たいと願うふるさ
とづくりはどうあ
ればよいか。

　支え合う声かけ、集
落行事には、一人一人
が自ら進んで参加しよ
う。

① 集落行事の運営を４部会に組織化し、文化福祉部では「独居老人の見守り活動」等を実践し、災害時
の避難計画をも策定中で、その他の３部会も含めて「自分たちの集落づくりは自分たちの手で」を目標と
している。課題は男性の参加者を募ること。（集落区長）

② 年代を超えた交流が地域や集落の中で広がることが、住み続けたいと思う故郷づくりにつながる。女性
団体活動も若い人との仲間づくりに努め、島遊びや「ともしび活動」の拡充を図りたい。（女性団体）

〈第３分科会〉
生き生き健や
か健康部会

　一人一人が心
身ともに健やか
で、生き生きと暮
らすふるさとづく
りはどうあればよ
いか。

　自分にあった健康法
と趣味を持ち、バランス
のとれた食事・適度な
運動を継続します。

① 専門のインストラクターによるリズム体操教室を受講している。新しい仲間と楽しく活動をすることが継続
でき健康維持に繋げている。（リズム体操同好会）

②  「私たちの健康は私たちの手で」をモットーに、健康日本２１の９つの課題改善に向けて、しま興し祭りや
公民館講座で食改善等を推進、自ら学びながら幅広く運動を展開したい。（食改善推進員）

③ 月１回のリズム体操を実施しているが、定期的な健康診断でそれぞれの健康度を確認すことが健康維持
には不可欠。若い人の特定検診らも促して生活習慣の見直しで健康づくりを推進。（保健福祉課）

〈第４分科会〉
豊かな心を育
む文化活動部
会

　地域の文化活
動を通して、豊か
な心を育むふる
さとづくりはどうあ
ればよいか。

　公民館講座を活用
し、各地区に文化活動
団体を立ち上げ、地域
文化活動の推進を図り、
地域文化協会の立ち上
げに努め、八月踊りの
DVD・CD・歌詞集を活
用し、その伝承活動に
努めます。

① 地域活動は地域を知ることが大事で、人が集う場所が必要であり、その場所が公民館である。公民館講
座や地域講座にいつでも参加できる環境整備と講座の支援に努めたい。（公民館）

② 少子高齢化により文化伝承活動が難しくなっているのが現状で、各集落の八月踊りのＤＶＤは版権者・
役場の協力を得て協会が市販し、昨年には歌詞集を作成し文化伝承に繋げている。伝統芸能は観光資
源でもあり活動には行政の支援が必要。（文化協会）

③ 町の活性化のために定番事業の夏祭り踊りパレードを全員参加型に取り組むなど、喜界島の “ 新しい伝
統 ”を作り上げたい。（女性団体）

④ 文化財少年団（子ども会）活動での奨励（生涯学習課）
⑤ 町民体育祭 ｢八月踊り｣ は継続してプログラムに取り入れる。（生涯学習課・体育協会）

〈第５分科会〉
美しいふるさと
環境部会

　緑豊かで潤い
のある快適な環
境を目指したふる
さとづくりはどうあ
ればよいか。

　我が家の水は、いず
こへ ?目で見、鼻で嗅ぎ、
わちゃしまぬ、水環境の
今を知ろう。

① 下水道学習を推進するため、池冶集落の汚水処理場視察を実施し、わずかな汚水処理でも莫大な費用
を要することを学び、生活排水をはじめとして節水についての意識改革の必要性を実感。下水道加入に
ついても行政側の地道な活動をお願いしたい。（女性団体）

② 農地水の事業を導入して環境改善に努めているものの、不法投棄や空き缶の投げ捨てはまだ改善され
ていないのが現状。“日本で最も美しい村 ” 連合に加盟しており、それに恥じない綺麗な町づくりを各団
体の協力を得ながら推進したい。（産業振興課）

〈第６分科会〉
活力あるふるさ
と産業部会

　職業人として専
門性を高め、地
域の産業振興を
図る活力あるふる
さとづくりはどうあ
ればよいか。

　地域の特性を生かし
た環境保全型農業を図
り、各分野における担
い手不足解消に努めま
す。

① 白ごま・ソラマメなどの特産品の開発に努めているが、いかに付加価値を付けるかが課題。（商工会）
② 本土でのフェアや物産展に参加したいが、特産品そのものの数や高い搬送料がネックとなっている。行政、

企業、商工会の連携が必要。（商工会）
③ 奄美プレミアムマンゴーが７月に出荷される予定。亜熱帯地方の特性を生かして太陽の恵みによる最高

級マンゴーを目指している。それが確立することにより小規模農家の高収入や技術力のアップによる品質
向上、インターネット販売によるコスト的優位性を生かした外貨の獲得等、本町の産業振興が図られる。（販
売業者）

第16回喜界町生涯学習推進大会実践事項に対する推進策一覧
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一番受講者が多かった保育士の講議

Topics in KIKAIJIMA

会場を盛り上げる川畑さん

表彰される高生産の部一位 岩下さん

　

喜
界
中
学
校
（
作
井
望
校
長
）

は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用

し
、「
に
ー
・
ね
ー
先
生
に
学
ぶ
（
職

業
人
に
学
ぶ
）」
を
開
催
し
た
。
当

日
は
島
内
の
各
事
業
所
か
ら
派
遣
さ

れ
た
13
人
の
に
ー
ね
ー
講
師
が
訪
れ

た
。
生
徒
た
ち
は
各
教
室
に
分
か
れ
、

各
々
が
希
望
し
た
先
生
の
講
義
を
真

剣
に
聴
き
、
職
業
の
魅
力
を
学
ん
だ
。

　

男
子
一
番
人
気
は
自
動
車
整
備
士

（
講
師
：
園
田
モ
ー
タ
ー
ス
の
園

田
直
樹
さ
ん
（
赤
連
））。
女
子
は
保

育
士
（
講
師
：
ひ
ま
わ
り
第
一
保

育
園
の
南
山
和
弘
さ
ん
（
小
野
津
））

だ
っ
た
。

　

園
田
さ
ん
の
授
業
を
受
け
た
北
村

大
倭
く
ん
（
中
三
）
は
「
働
く
に
は

資
格
が
必
要
だ
け
ど
、
取
得
す
る
こ

と
は
大
変
だ
と
分
か
っ
た
。
将
来
の

た
め
に
多
く
の
資
格
を
取
っ
て
い
き

た
い
。」
と
語
っ
た
。

職
業
に
つ
い
て
考
え
る

〜
に
ー
ね
ー
先
生
に
学
ぶ
〜

　

奄
美
芸
能
「
島
唄
研
究
会
」（
富

村
チ
カ
子
会
長
）
は
７
月
20
日
、

旧
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て
「
み
ん

な
で
守
ろ
う
島
の
宝
文
化
芸
能
島

唄
発
表
会
」
を
開
催
し
、
約
20
名
の

会
員
が
民
謡
を
披
露
し
た
。

　

当
日
は
、
奄
美
民
謡
を
島
内
外

に
広
め
た
築
地
俊
造
さ
ん
と
川
畑
さ

お
り
さ
ん
を
招
待
し
、
幻
想
的
な
島

唄
の
響
き
を
楽
し
ん
だ
。
町
文
化
協

会
外
内
会
長
は
「
多
く
の
門
下
生
が

（
島
内
外
で
）
活
躍
し
、
そ
の
礎
を

作
っ
て
い
る
。
今
日
は
奄
美
民
謡
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
挨
拶
を
し
た
。

　

門
下
生
ら
は
日
頃
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
、
青
い
目
の
唄
者
ア
ダ
ム
・

ゴ
ー
ル
ダ
ー
さ
ん
も
「
ら
ん
か
ん
橋

節
」
を
披
露
し
た
。

　

喜
界
町
糖
業
振
興
会
（
加
藤
啓
雄

会
長
）
は
７
月
17
日
、
平
成
24
年
度

喜
界
町
糖
業
振
興
会
総
会
を
開
催
し

た
。
加
藤
会
長
は
「
農
家
数
は
減
少

し
て
い
る
。
今
後
ど
う
増
や
す
か
が

問
題
。
そ
の
た
め
に
も
少
し
で
も
多

く
の
人
材
を
育
成
し
て
ほ
し
い
。
今

ま
で
喜
界
町
の
基
幹
産
業
を
支
え
て

い
た
だ
い
た
農
家
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
た
い
」

と
挨
拶
し

た
。

　

総
会
で

は
各
部
の

表
彰
が
あ

り
、
事
業

計
画
や
会

計
報
告
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
農
家
か
ら
品
種
等
に
関
す

る
実
務
的
な
質
問
等
も
挙
げ
ら
れ

た
。
今
回
表
彰
さ
れ
た
受
賞
者
は
以

下
の
通
り
。

優
秀
集
落

１
位
塩
道
２
３
３
･
５
㌃
、
２
位
中

熊
、
３
位
前
金
久　

高
生
産
の
部

１
位
岩
下
雅
一
郎
（
坂
嶺
）
８
０
８
，

３
６
６
㎏
、
２
位
尚
長
八
（
中
熊
）、

３
位
岩
野
浩
二
（
神
宮
）、
４
位
開

孝
俊（
坂
嶺
）、５
位
徹
島
正
人（
上
中
）

高
単
収
の
部

１
位
平
田
勇
三
（
志
東
）
７
，

０
２
３
㎏
、
２
位
保
科
一
男
（
阿
伝
）、

３
位
開
孝
俊
（
坂
嶺
）
４
位
花
岡
博

久
（
前
金
久
）
５
位
重
岡
敬
一
郎
（
伊

砂
）

増
産
の
部

１
位
石
原
利
信
（
先
山
）
１
７
２
･

８
％
、
２
位
盛
島
昭
一（
島
中
）、
３

位 

佐
藤
宗
子
（
阿
伝
）、
４
位
永
井

昭
吉
、
５
位
岩
元
重
行
（
阿
伝
）

75
歳
以
上
さ
と
う
き
び
栽
培
従
事
者

豊
田
信
雄
（
荒
木
）、
久
田
和
子
（
荒

木
）、
久
保
憲
人
（
荒
木
）、
富
田

八
十
男
（
上
東
）、
界
武
道
（
羽
里
）、 

英
榮
一（
羽
里
）、 津
坂
真
徳
（
中
熊
）、 

淺
岡
ハ
ツ
江
（
伊
実
久
）、
實
田
輝
男

（
前
金
久
）、小
田
佐
代
子
（
前
金
久
）、

濵
川
謙
一
郎
（
志
東
）、岡
本
豊
子
（
志

東
）、
萩
原
雪
子
（
塩
道
）、 亀
島
サ
チ

子
（
嘉
鈍
）、
壽
文
也
（
嘉
鈍
）、
向

良
典（
花
良
治
）（
敬
称
略
･
順
不
同
）

生
和
糖
業
株
式
会
社
賞
12
名

　

７
月
８
日
、
大
阪
市
内
「
道
頓

堀
ホ
テ
ル
」
で
喜
界
高
校
関
西
地
区

同
窓
会
第
30
回
記
念
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

喜
界
高
校
か
ら
堀
切
東
一
事
務

長
、
東
京
・
鹿
児
島
の
同
窓
会
役
員
、

関
西
喜
界
町
郷
友
会
関
係
者
の
ほ

か
、
奄
美
群
島
各
高
校
の
関
西
同
窓

会
会
長
を
招
き
、
同
窓
会
会
員
と

合
わ
せ
て
１
１
０
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

総
会
後
の
合
同
懇
親
会
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
島
か
ら
駆
け
付
け
た
川
畑

さ
お
り
さ
ん
と
、
関
西
で
活
躍
す
る

赤
連
出
身
の
小
林
な
り
よ
し
さ
ん

が
、
島
唄
で
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

報
告　

喜
界
高
校
関
西
同
窓
会

広
報　

照　

尚
博

喜
界
高
校
関
西
地
区
同
窓
会

第
30
回
記
念
総
会
開
催

〜
平
成
24
年
度
喜
界
町

　

糖
業
振
興
会
総
会
開
催
〜

「
文
化
芸
能
島
唄
発
表
会
」
開
催

参考データ
平成23年度品種別実績 
品　種 単収（㎏ /10a）搬入量（千㎏）
ＮｉＦ８ ４，５３０ ３５，２９７
Ｎｉ１７ ４，５３１ ３，８９７
Ｎｉ２２ ４，１８７ ５，６６８
Ｎｉ２３ ５，０８４ ７，１９２
その他 ４，７１３ ５，５７６
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シマの話題

町長から感謝状を受ける加藤さん

叙位の伝達を受けるコズエ夫人（前列左）

　

６
月
30
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第

９
回
し
ま
興
し
祭
り
」
に
お
い
て
、

数
年
に
わ
た
り
多
額
の
寄
付
を
行
い
、

本
町
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
と
し
て
、

千
葉
県
在
住
の
加
藤
末
昭
さ
ん
（
川

嶺
出
身
）
に
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
加
藤
さ

ん
は
「
島
で
戦
後
、
誰
も
が
貧
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
時
代
を
過

ご
し
た
。
そ
の
後
私
は
上
京
し
、
今

は
千
葉
で
い
く
つ
か
の
会
社
を
経
営

し
て
い
る
。
し
か
し
今
ま
で
経
営
者

と
し
て
い
く
つ
も
の
難
し
い
壁
に
ぶ
つ

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
島
の
思
い
出
が
あ

る
か
ら
頑
張
っ
て
こ
れ
た
。
そ
の
喜
界

島
に
恩
返
し
が
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
毎
年
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
し

て
い
る
。
町
で
有
効
に
利
用
し
て
頂

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

加
藤
さ
ん
の
功
績
に
感
謝

　

〜
町
よ
り
感
謝
状
贈
呈
〜

　

５
月
20
日
に
亡
く
な
っ
た
思
八
千

代
氏
に
正
六
位
が
贈
位
さ
れ
、
７
月

12
日
加
藤
啓
雄
町
長
か
ら
コ
ズ
エ
夫

人
に
叙
位
が
伝
達
さ
れ
た
。

　

思
氏
は
昭
和
27
年
に
早
町
村
議
会

議
員
に
当
選
、
昭
和
31
年
の
合
併
後

も
喜
界
町
議
会
議
員
と
し
て
９
期
、

通
算
36
年
も
の
長
期
間
に
わ
た
り
議

員
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
た
。
喜
界

町
農
業
協
同
組
合
理
事
も
歴
任
。

　

昭
和
62
年
に
は
在
職
35
年
以
上
の

議
員
に
与
え
ら
れ
る
自
治
大
臣
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
、
平
成
３
年
に
は
勲

５
等
双
光
旭
日
章
を
授
与
さ
れ
た
。

　

叙
位
に
対
し
コ
ズ
エ
夫
人
は
「
集

落
や
町
の
皆
様
の
お
か
げ
で
こ
の
よ

う
な
位
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
家

族
皆
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
人
も
さ
ぞ
か
し
天
国
で
喜
ん
で
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す 

」
と
語
っ
た
。

〜
故
思
八
千
代
氏
に
内
閣

総
理
大
臣
よ
り
正
六
位
贈
位
〜

喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
⑰･

⑱

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

「
花
良
治
み
か
ん
の
思
い
出
」

小
川
晋
史
（
国
立
国
語
研
究
所
）

　

方
言
調
査
に
行
く
と
き
の
楽
し
み

の
一
つ
は
、
そ
の
土
地
の
珍
し
い
産
物

を
食
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

喜
界
島
方
言
調
査
の
と
き
に
も
美

味
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
喜

界
島
で
は
海
産
物
も
最
高
だ
っ
た
が
、

私
が
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
花
良
治

み
か
ん
で
あ
る
。『
広
報
き
か
い
』
に

書
く
の
で
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
振
り
仮

名
が
必
要
で
あ
ろ
う
名
前
を
し
た
こ

の
み
か
ん
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
そ
の
名
前
の
せ
い
だ
け
で
は
な

い
。

　

方
言
調
査
を
す
る
中
で
あ
る
集
落

を
訪
れ
た
と
き
、
調
査
終
了
後
に
区

長
さ
ん
が
庭
の
木
か
ら
そ
の
場
で
も
い

で
、
た
く
さ
ん
持
た
せ
て
下
さ
っ
た
の

で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
良
い
大
き
さ
の
袋

や
入
れ
物
が
な
か
っ
た
の
で
、
着
て
い

る
シ
ャ
ツ
で
お
腹
あ
た
り
に
抱
え
て
、

さ
な
が
ら
カ
ン
ガ
ル
ー
が
子
供
を
運
ぶ

よ
う
に
し
て
運
ん
だ
。
そ
う
や
っ
て
宿

に
持
っ
て
帰
っ
た
み
か
ん
は
、
こ
れ
ま

た
美
味
し
い
焼
酎
と
と
も
に
美
味
し

く
頂
戴
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

現
在
の
私
は
東
京
に
住
ん
で
お
り
、

庭
付
き
の
家
に
住
め
る
よ
う
な
身
分

で
も
な
い
。
東
京
で
は
各
地
の
産
物
が

手
に
入
る
が
、
極
端
に
値
段
が
高
か
っ

た
り
鮮
度
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
た
り

す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
庭
か
ら
取
っ
て
す
ぐ
に
食
べ

る
と
い
う
本
来
は
極
め
て
自
然
な
は
ず

の
行
為
が
、
と
て
も
豊
か
で
贅
沢
に
す

ら
思
え
る
。
花
良
治
み
か
ん
の
思
い
出

は
、
私
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
喜
界
島

の
豊
か
な
面
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

大
西
拓
一郎
（
国
立
国
語
研
究
所
）

　

喜
界
島
は
人
口
約
八
千
人
弱
、
面

積
も
約
六
十
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す

か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
島
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
喜
界
島
の
方
言

で
不
思
議
な
の
は
、
島
内
の
違
い
が
大

き
い
こ
と
で
す
。

　

方
言
の
違
い
と
い
う
場
合
、
二
つ
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
一
つ
は
、
単
語
の

違
い
で
す
。
東
京
で
カ
タ
ズ
ケ
ル
と

言
う
と
こ
ろ
を
大
阪
で
は
ナ
オ
ス
と
言

う
の
は
そ
の
一
例
で
す
。
喜
界
島
の
中

で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
猫
」
の
こ
と
を
島
の
お
も
に
南
西
側

で
は
グ
ル
ー
と
言
い
、
そ
の
ほ
か
の
地

域
で
は
マ
ヤ
ー
と
言
う
と
い
っ
た
こ
と

で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
と
ば
の
本
質
的
な

し
く
み
に
関
わ
る
違
い
で
す
。
発
音
が

規
則
的
に
異
な
る
こ
と
は
、
そ
の
典
型

で
す
。
東
北
地
方
の
人
の
発
音
を
聞

き
取
る
の
が
難
し
い
と
い
う
の
は
、
ま

さ
に
そ
の
よ
う
な
発
音
の
し
く
み
の
違

い
が
大
き
い
か
ら
で
す
。
喜
界
島
の
特

徴
は
、
島
の
中
に
そ
ん
な
発
音
の
大
き

な
違
い
が
あ
る
こ
と
で
す
。
島
の
中
程

を
横
切
る
か
の
よ
う
に
ハ
行
を
パ
行
で

発
音
す
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。「
花
」

を
パ
ナ
の
よ
う
に
発
音
す
る
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
か
な
り
本
質
的
な
こ
と
ば

の
違
い
で
す
。

　

一
般
に
こ
と
ば
の
大
き
な
違
い
の
背

景
に
は
、
相
互
の
交
流
の
希
薄
さ
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
喜

界
島
に
は
往
来
を
断
絶
す
る
よ
う
な

高
い
山
や
深
い
谷
が
あ
る
わ
け
で
も
な

く
、
人
々
が
そ
ん
な
に
分
断
し
て
い
る

と
も
見
え
ま
せ
ん
。
不
思
議
な
魅
力

を
秘
め
た
島
で
す
。

※
先
月
号
掲
載
「
久
保
薗
愛
」
執
筆

文
は
「
佐
藤
久
美
子･

川
瀬
卓･

久
保

薗
愛
」
三
名
に
よ
る
執
筆
で
す
。
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有料広告

有料広告 有料広告

有料広告

●受講期間
　平成 24 年 10 月１日から開講予定

●定員
 　30 名（ 定員になり次第締め切らせていただ

きます）

●受講料
　80,000 円（ 受講料、 テキスト代込み）

　※分割支払いも可能です

●お申し込み方法
　下記の連絡先にご連絡ください。

連絡先　合
ご う ど う が い し ゃ よ ろ ず や か し ー さ ー

同会社万事屋手伝人

　　　　ほーらさヘルパー事業所内

　　　　電話　６５－０２３０

　　　　担当　德　成寿（ とく　なるとし）

ホームヘルパー２級養成講座
受講生募集のご案内

日　時 ……………………………………………

平成24年８月26日（日）12:00～

会　費 ……………………………………………

男性5,000円　女性4,000円

場　所 ……………………………………………

なんば道頓堀ホテル　大阪市中央区道頓堀2-3-25
電話　06-6213-9040
地下鉄　御堂筋線・千日前線「なんば」駅25番出
口から御堂筋を北へ（梅田方向へ）道頓堀橋南詰交
差点（牛丼の吉野家のかど）を左へ100米　駅か
ら徒歩5分

発起人 ……………………………………………

住岡幸吉　菊地亨　田中厳　田中俊造　照尚博

まーりまーり寄
ゆ ら い

り合いましょっ！

関西荒木親睦会
開催のお知らせ

第１回
混成バレーボール大会開催について（お知らせ）

　喜界町に在住する方々のバレーボール競技の振興を図るた
め、新たに以下の大会を予定しております。ぜひご参加下さい。

１．主催　　喜界町バレーボール協会
２．期日及び会場
　　(1)　大 会 名　混成バレーボール大会 
　　(2)　場 　 所　喜界町体育館
　　(3)　大 会 日　平成 24年９月２日（日）
　　(4)　参加資格　18歳以上の男女
　　(5)　チーム編成　
　　　　 18 歳以上の男女で、登録人数は15名以内とする。
　　　　 コート内は男子１名以上、女子３名以上の範囲以内

で編成。
　　　　 例）男子１名・女子８名←可
　　　　　　男子６名・女子３名←可
　　(6)　参 加 料　3,000 円（スポーツ保険料を含む）
３．申込締切　平成 24年８月22日（水）
　　　　　　　連絡先：喜界町バレーボール協会事務局
　　　　　　　 重野（090-7159-6861）
　　　　　　　上地（090-9723-2611）
４．監督会　　平成 24年８月29日（水）午後 6時～
　　　　　　　（役場　会議室にて）
５．競技規定　 バレーボール協会主催で毎年行われている混

成壮年年代別バレーボール大会の競技規定
で行います。

＊申込の際に大会要綱・選手名簿用紙をお渡しします。
初めての試みですので、ご不明な点は事務局までご連絡下さい。 

　喜界町の祭りも終わり今年の夏も折り返しにかかるこ
ろ。毎年恒例の荒木盆祭りを開催いたします。
　今年の祭りは皆さんに楽しんで頂けるよう、いろいろな
工夫をこらしました。屋台をたくさん出店し、舞台での催
し物は小さなお子様からご年配の方まで楽しめる物をたく
さん企画いたしました。また、忘れてはいけないのが盆お
どり！みんな誘って荒木盆祭りに来て踊りませんか？

◆日　時◆日　時
　平成 23年 8月 31･9 月 1日

◆場　所◆場　所
　荒木集落ムタグラウンド

◆主　催◆主　催
　荒木青年団　代表　益田辰也

参加希望の方は　℡070-5650-4292
（事務局　テラス）

伝統的な八月踊りと、盆踊り伝統的な八月踊りと、盆踊り
       みんなで楽しめる盆祭りです

会場会場

手久津久

湾

郵便局

荒木小学校

案内図
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中学校門前に
設置された表示板

感謝状を受けとる藤崎校長（右から２番目）

シマの話題 Topics in KIKAIJIMA
　

役
場
総
務
課
は
津
波
対
策
の
一

環
と
し
て
、
集
落
内
や
公
共
施
設
、

集
落
の
公
民
館
な
ど
１
１
８
カ
所

に
海
抜
表
示
板
を
設
置
し
た
。
こ

の
表
示
板
は
東
日
本
大
震
災
以

後
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
よ
り

全
国
的
に
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
表
示
板
は
縦
約
45
㌢
、
幅
約

30
㌢
。
海
抜
２
㍍
の
沿
岸
付
近
か

ら
滝
川
集
落
の
海
抜
１
０
４
㍍
ま

で
設
置
。

　

こ
れ
に
よ
り
現
在
地
の
海
抜
の

把
握
と
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
際
の
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
に
役
立

て
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
の
海
抜
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
町
民
の
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
の
が
狙
い
。

　

今
後
、
総
務
課
は
集
落
ご
と
の

避
難
場
所
の
確
保
や
、
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
を
予
測
し
、
そ
の
範

囲
を
地
図
化
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど
を
進
め
る
。

海
抜
表
示
板
を

　
　
　

１
１
８
カ
所
に
設
置

    
〜
防
災
意
識
を
高
め
る
〜

　

県
立
喜
界
高
等
学
校
（
藤
﨑
健

一
郎
校
長
）
は
７
月
12
日
、
陸
上

自
衛
隊
西
部
方
面
総
監
か
ら
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
た
。（
６
月
11
日
付
）

　

今
回
の
授
与
は
、
喜
界
高
校
が

自
衛
隊
の
活
動
に
深
い
理
解
を
示

し
、
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
奄
美

大
島
駐
在
員
事
務
所
が
実
施
す
る

自
衛
官
募
集
の
広
報
活
動
を
支
援

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
。
平
成
23
年
度
は
６
名

が
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
過
去
３
年

間
で
10
名
の
生
徒
が
入
隊
し
て
い

る
。
校
長
室
で
教
頭
ら
同
席
の
中
、

鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
長
が
総
監

に
代
わ
り
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

報
告　役

場
総
務
課
自
衛
官
募
集
担
当

〜
陸
上
自
衛
隊
か
ら

　
　

喜
界
高
校
へ
感
謝
状
〜

平成 24 年度自衛官等募集案内
募　集　種　目 応　募　資　格 受　付　期　間 試　験　期　日

自衛官候補生
(任期制）

男子 １８歳以上２７歳未満の者
年間を通じて実施中

（８月１日～９月７日）
受付時に連絡 
 （９月１６日以降予定）

女子 １８歳以上２７歳未満の者 ８月１日～９月７日
９月２３日～２６日
※いづれか指定する１日

一般曹候補生
（曹となる自衛官を養成）

１８歳以上２７歳未満の者 ８月１日～９月７日
１次：　９月１７日
２次：１０月　４日～１１日

航空学生
（海・空のパイロット等を養成）

高卒（見込含）２１歳未満の者 ８月１日～９月７日
１次：　９月２２日
２次：１０月１３日～１８日
３次：１１月１０日～１２月１３日

看護学生
（陸上自衛隊の看護陸曹を養成）

高卒（見込含）２４歳未満の者 ９月３日～１０月１日
１次：１０月２０日
２次：１１月１７日・１８日

防衛大学校学生
（幹部自衛官を養成）

推薦
高卒（見込含）２１歳未満の者

（学校長が推薦できる者）
９月３日～９月５日 ９月２９日・３０日

総合選抜 高卒（見込含）２１歳未満の者 ９月３日～９月５日
１次：　９月２９日
２次：１０月２０日・２１日

一般
(前期 )

高卒（見込含）２１歳未満の者 ９月３日～１０月１日
１次：１１月１０日・１１日
２次：１２月１１日～１５日

一般
(後期 )

高卒（見込含）２１歳未満の者 ２５年１月２３日～２月１日
１次：２５年３月　２日
２次：２５年３月１５日

防衛医科大学校学生 高卒（見込含）２１歳未満の者 ９月３日～１０月１日
１次：１０月２７日・２８日
２次：１２月　５日～　７日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 １０月１日～１０月１９日 １１月　９日

陸上自衛官（看護）
看護免許を有し、保健師・助産師免
許を有する３６歳未満の者

９月３日～１０月１日 １１月１７日

【お問い合わせ先】自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所　奄美市名瀬永田町 17-3　大島支庁別館２階　53-9103
※その他、詳細については奄美大島駐在員事務所に確認してください。

　

喜
界
島

観
光
物
産

協
会
は
７

月
26
日 

、

喜
界
島
産

の
奄
美
大

島
プ
レ
ミ

ア
ム
マ
ン
ゴ
ー
「
太
陽
王
（
て

ぃ
だ
お
う
）」
の
初
出
荷
式
を

行
い
、
第
一
号
は
鹿
児
島
に

向
け
発
送
さ
れ
た
。

　
「
太
陽
王
」
は
品
質
に
こ
だ

わ
っ
た
マ
ン
ゴ
ー
。
基
準
は
①

無
加
温
栽
培
②
３
Ｌ
（
４
９
０

㌘
）
以
上
③
糖
度
15
度
以
上

な
ど
。

　

詳
し
く
は
喜
界
島
観
光
物

産
協
会
へ
。

℡
0
9
9
7
―
65
―
1
2
0
2

喜
界
島
産

　

「
太
陽
王
」
初
出
荷
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

　町では、町税収納対策の一環として、この度、タイヤロック（車輪止め）を導入しました。
　これまで、再三の文書や訪問などの催告に応じない滞納者に対しては、預貯金や給与などの債権の差押えを実
施してきましたが、新たな取り組みとしてタイヤロックによる自動車 ･軽自動車 ･オートバイなどの差押えに着
手し、より一層の税収の確保に取り組みます。

税務課からのお知
らせ タイヤロック装置を導入しました。

▲タイヤロックおよび差押財産公示書
※ 財産差押公示書やタイヤロックを損壊した場合は、地方税法
１６８条（滞納処分に関する罪）、刑法 96条（封印等破棄）、
刑法２５２条（横領）などの法律により処罰されることがあります。

差押実施状況について
■平成 23年度滞納処分実績

○普通預金
　 ・・・・・・・ ２件 17 千円
○生命保険
　 ・・・・・・・ １件 1,032 千円
○国税還付金
　 ・・・・・・ 10 件 149 千円

滞納処分の流れ
　納期限までに納められた納税者との公平を保つため、滞納している人の財産（不動
産、預貯金、給与など）の差押え、さらにその財産を公売するなどの滞納処分を行う
ことになります。

督　促
　納期限までに完
納されない場合は、
督促状により督促を
行います。

財産調査
　官公署 ･ 金融機
関 ･ 勤務先 ･ 滞納
者の財産を占有す
る第三者などに対し
て、財政調査を行
います。

差押え
　財産調査で発見
した滞納者の財産
に対する差押えを行
います。

換　価
　差押えた不動産
などは、『公売』、
金銭債権は『取立
て』により、差押え
財産の換価（＝換
金）を行います。

　タイヤロックによる滞納対策は、差押さえ
た自動車等をすぐに引き揚げずにロックし、
運行 ･使用させないことで、滞納者に自主的
納税を促すことを目的としています。その際、
滞納者に対し自動車の
保管命令を行い、一定
期間内に納税の確認が
取れない場合は引き揚
げて公売を実施します。

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
運
営
委
員
を

さ
れ
て
い
る
前
川
医
師
、
委
員
会
の
中
で
も
健
診

の
未
受
診
者
の
多
い
事
や
治
療
や
検
査
が
必
要

な
の
に
放
置
を
し
て
い
る
町
民
が
多
い
こ
と
を
嘆

か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
運
営
委
員
会
を
飛
び

出
し
て
、
特
別
に
広
報
誌
に
寄
稿
し
て
頂
き
ま
し

た
。

「
健
康
診
断
を
受
け
よ
う
。
要
精
密
検
査
や
要
治

療
で
あ
っ
た
ら
必
ず
受
診
し
よ
う
。」　前

川　

秀
幸

　

ふ
だ
ん
病
院
通
い
を
し
た
こ
と
も
無
い
、
Ａ
さ

ん
が
、
未
だ
五
十
歳
代
な
の
に
、
急
に
亡
く
な
っ

た
ん
で
す
よ
と
、
患
者
さ
ん
の
驚
い
た
表
情
…
。

お
葬
式
の
手
伝
い
を
し
て
、
帰
っ
た
後
、
お
風
呂

に
入
っ
て
か
ら
、
な
か
な
か
出
て
来
な
い
の
で
、
家

族
が
見
に
行
っ
た
ら
、倒
れ
て
い
た
そ
う
で
す
、と
。

　

Ａ
さ
ん
は
知
ら
な
い
人
だ
っ
た
が
、
後
で
、
職

員
か
ら
、
Ｂ
さ
ん
の
妹
さ
ん
で
す
よ
、
と
聞
い
て
、

ナ
ル
ホ
ド
と
、
う
な
ず
い
た
。
Ｂ
さ
ん
は
、
有
名

な
大
病
院
の
薬
剤
を
持
っ
て
受
診
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
血
液
の
検
査
結
果
と
心
電
図
と
を
見
て
、

こ
の
治
療
で
は
大
丈
夫
で
は
な
い
の
で
は
？
と
疑

い
、
専
門
病
院
の
循
環
器
内
科
で
の
精
密
検
査
を

勧
め
た
。
や
は
り
、
心
臓
に
血
液
を
送
っ
て
い
る

冠
状
動
脈
に
強
力
な
動
脈
硬
化
が
起
こ
っ
て
い
て
、

薬
だ
け
で
は
、
将
来
、
突
然
、
急
死
す
る
可
能

性
が
大
き
い
と
い
う
診
断
で
、
そ
こ
を
拡
張
し
て
、

人
工
の
血
管
を
入
れ
る
手
術
を
終
え
た
ば
か
り
で

あ
る
。
血
液
検
査
で
は
、悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル（
Ｌ

Ｄ
Ｌ
）が
非
常
に
高
く
、善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル（
Ｈ

Ｄ
Ｌ
）
は
非
常
に
低
い
。
糖
尿
病
の
負
荷
テ
ス
ト

を
行
う
と
、
予
想
通
り
の
、
で
き
あ
が
っ
た
糖
尿

病
で
あ
っ
た
。
こ
の
深
刻
な
状
態
が
長
年
続
い
た

た
め
に
、
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
症
状
が
出
始
め
る
の
は
、
病
気
が
出
来
上

が
っ
て
か
ら
で
あ
る
の
で
、
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
、
悲
惨
な
将
来
が
待
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か

な
い
。
兄
に
糖
尿
病
や
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、

高
血
圧
症
が
あ
れ
ば
、
妹
に
も
、
同
じ
病
気
が
起

こ
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
家
庭
の
主
婦
は
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
病
気
の
発
見

が
遅
れ
る
。
又
、
悪
い
こ
と
に
、
女
性
は
、
月
経
が

終
了
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
、
病
気
の
発
症
を
強
力

に
防
い
で
い
て
く
れ
た
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
恩
恵
が

無
く
な
る
の
で
、
い
っ
き
に
病
気
が
悪
化
す
る
。
お

兄
さ
ん
は
、
不
充
分
で
も
、
治
療
を
続
け
て
い
た

の
で
、
災
難
を
免
れ
た
が
、
治
療
し
て
い
な
か
っ
た

妹
さ
ん
は
、
悲
劇
に
突
然
襲
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

朝
起
こ
し
に
行
っ
た
ら
、
亡
く
な
っ
て
い
た
と
も
、

よ
く
聞
く
話
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
突
然
死
が
喜

界
島
に
は
多
い
こ
と
を
、
皆
さ
ん
は
御
存
知
だ
ろ

う
か
？
突
然
死
の
殆
ど
は
、
心
筋
梗
塞
で
あ
る
。

動
脈
硬
化
で
狭
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
血
栓
で
塞
が

れ
る
こ
と
で
起
こ
る
。
脳
血
栓
も
同
じ
仕
組
み
で

起
こ
る
。
原
因
は
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
症
で
あ
る
。

　

健
康
診
断
を
受
け
て
、
精
密
検
査
や
治
療
を

受
け
る
よ
う
に
と
、
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
放

置
し
て
い
る
人
が
非
常
に
多
い
。
私
が
二
十
年
以

上
受
け
持
っ
て
い
る
健
診
で
も
、
八
十
％
以
上
の

人
が
、
私
の
と
こ
ろ
で
治
療
を
続
け
て
い
る
患
者

さ
ん
た
ち
よ
り
、
検
査
結
果
が
悪
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
殆
ど
の
人
が
放
置
し
た
ま
ま
な
の

だ
。

　

毎
年
、
健
診
で
顔
を
見
て
、
今
年
も
、
よ
く
無

事
で
あ
っ
た
と
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
る
。
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平成24年９月23日（日）は、
町長及び町議会議員選挙の投票日です。

（午前７時から午後６時まで）

○仕事や旅行、病気などで、当日に投票所に行けない方は、

　期日前投票ができます。

　※投票所は、従来通りの会場です。

第１投票所 喜界小学校　　　体育館

第２投票所 旧荒木小学校　　体育館

第３投票所 あゆみ幼稚園　　体育館

第４投票所 旧滝川小学校　　体育館

第５投票所 旧坂嶺小学校　　体育館

第６投票所 旧早町小学校　　体育館

第７投票所 旧阿伝小学校　　体育館

第８投票所 のぞみ幼稚園　　体育館

第９投票所 旧小野津小学校　体育館期　日：９月19日（告示日の翌日）
　　　　　～ 22日（投票日の前日）
時　間：午前８時30分～午後８時
場　所：役場トレーニング室
　　　　（役場正面玄関より一番奥の右）

「ルールを守って明るい選挙」
喜界町選挙管理委員会　喜界町明るい選挙推進協議会

　大朝戸公民館前に
咲くカンナ。公民館周
辺を見渡すと、カンナ
以外にもたくさんの
花が咲いていた。集
落の方に聞いてみる
と西村詔二さん（69）
が管理をされている
という。西村さんに
尋ねると「カンナは
時期が終われば幹を
切り落とし、次咲き
のために準備する。本格的に植栽に取り組んだ
のは６年前、当初はうまくいかず土作りに約３
年かかった。カンナは肥料などを入れ少しずつ
増やしてきた。綺麗な花が咲いている姿を集落
内外の方達が喜んでくれるのでやりがいがある」
と語った。
　カンナはカンナ科カンナ属の多年草。原産地
は熱帯アメリカ。インディカ種（Canna indica）
を主体に改良された園芸種。和名は花カンナ（ハ
ナカンナ）。草丈は約１５０センチほど。

～カンナ～今月の花

毎月５日をエコフライデーとし、電気・水・燃料などの省エネ活動やエコドライブに取り組んでいます。

「毎月５日はエコライフデー！」地球環境を守るかごしま県民運動推進会議８月の取組

　平成 24年７月９日から住民基本台帳
法が変わりました。住民基本台帳カード（住
基カード）がさらに使いやすくなるとともに、
外国人住民の方にも住民票が作成される
ようになりました!

引っ越しをしても、住基カードはそのまま使えます
　これまでは、ほかの市区町村に転出すると、住基カード
は使えなくなり、あらためて転入先の市区町村で交付申請
の手続きを行うなどの不便さがありました。また、申請の際
に交付手数料がかかりました。
　今後は、転出の際に住基カードを返納する義務がなくな
り、転入先の市区町村に住基カードを提出することによっ
て、カード裏面に新住所が記載され、継続して使用すること
ができます。継続して利用する場合には、新しい住所地の
役所窓口に住基カードをお持ちいただき、カードの暗唱番号
（既に登録している４桁の数字）を入力していただきます。

転入転出手続きの特例
　住基カードをお持ちの方は、郵送等で転出届を提出する
と転出証明書がなくても転入の手続きができます。
　転入届は、引っ越しした日から14日以内に届出てくださ
い。引っ越し予定日から30日を過ぎると転入届の特例が
受けられなくなります。

①歯磨きや食器荒いの時の、水の出しっぱなしを止めます
②お風呂の残り湯を利用します（洗濯、庭木の水やりなど）
③お風呂は適温・適量を心がけましょう

環境にやさしい環境にやさしい住まい方（節水）

住民基本台帳法が改正されました住民基本台帳法が改正されました
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

川波　凜乃ちゃん 尾﨑　葵ちゃん 美島　安滋ちゃん 保崎　聖香ちゃん 當原　心美ちゃん

３歳検診で虫歯ゼロだったよ！３歳検診で虫歯ゼロだったよ！

中山　透音ちゃん叶　結真くん 向井　康道くん盛澤　信平くん

受
け
継
ぐ
命
を

　
　
　
　

守
る
た
め
に

〜
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
ウ
イ
ル
ス
を

　
　
　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？
〜

　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
は
、
主
に
母
乳
を
解

し
て
母
子
感
染
、
そ
の
他
に
性
行
為
や

血
液
を
介
し
た
感
染
が
あ
り
ま
す
。
感

染
力
は
弱
い
の
で
、
食
器
の
共
用
や
お

風
呂
な
ど
普
通
の
日
常
生
活
で
は
、
ま

ず
感
染
は
し
ま
せ
ん
。

　

感
染
す
る
と
Ａ
Ｔ
Ｌ
（
成
人
Ｔ
細
胞

白
血
病
）
や
Ｈ
Ａ
Ｍ
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１

関
連
脊
髄
症
）
等
の
病
気
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス
が
体
内
に
入
っ

て
も
、
発
病
す
る
人
は
、
ほ
ん
の
一
部
で
、

Ａ
Ｔ
Ｌ
の
場
合
で
感
染
後
40
年
以
上
過

ぎ
た
方
が
、
発
病
す
る
確
率
は
年
間
１
，

０
０
０
人
に
１
人
の
割
合
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

検
査
を
受
け
る
に
は
？

　

妊
娠
中
の
方
は
、
妊
婦
健
診
の
中
の

血
液
検
査
で
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
他
の
方
は
、
医
療
機
関

等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

母
子
感
染
を
防
ぐ
に
は
？

　

人
工
栄
養
に
す
る
方
法
や
３
ヶ
月
以

内
の
短
期
間
の
授
乳
と
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。（
３
ヶ
月
以
内
な
ら
、
お
母
さ

ん
か
ら
も
ら
っ
た
移
行
抗
体
が
あ
り
、

感
染
率
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。）

母
乳
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
含
め
て
考
慮

し
選
択
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
保
健
所
（
℡
52
―
５
４
１
１
）
や

保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
（
℡
65
―

３
５
２
２
）
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
肺
が
ん
検
診
、
子
宮
・

乳
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が

ん
検
診
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

が
ん
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
適
切

な
治
療
で
治
癒
す
る
確
率
が
高
く
な
り

ま
す
。
精
密
検
査
が
必
要
と
通
知
を
受

け
た
方
も
、
が
ん
と
決
ま
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
配
し
す
ぎ
な
い
で
、

ま
ず
、
医
療
機
関
で
精
密
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
は
秋
に
も

う
一
度
、
検
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
年

に
1
回
は
検
診
を
受
け
て
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

粒
子
線
治
療
と
は
、
先
進
の
が
ん
治

療
法
で
、
が
ん
病
巣
を
狙
い
撃
ち
し
、

病
巣
前
後
の
正
常
組
織
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

が
最
小
限
に
押
さ
え
ら
れ
る
治
療
で
す
。

そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

・ 

痛
み
を
伴
わ
ず
、
副
作
用
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。

・ 

通
院
で
の
治
療
も
可
能
で
、
日
常
生

活
へ
の
速
や
か
な
復
帰
が
可
能
な
ど

　

粒
子
線
治
療
が
適
応
し
な
い
「
が
ん
」

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研
究
財
団

相
談
窓
口
：
０
９
９
３
―
24
―

３
４
５
６

粒
子
線
治
療
補
助
事
業

　

が
ん
粒
子
線
治
療
に
か
か
る
費
用
は

保
険
適
応
外
で
、高
額（
二
八
八
万
三
千

円
）
に
な
る
た
め
、
治
療
費
を
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
し
た
場
合
の
利
子
の

一
部
を
県
が
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

県
地
域
医
療
整
備
課
（
電
話
０
９
９

―
２
８
６
―
２
６
９
３
）

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
！

早
期
治
療
！

か
ら
だ
に
や
さ
し
い
が

ん
治
療
﹇
粒
子
線
治
療
﹈

…
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
指
宿

で
行
っ
て
い
ま
す
。

12
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メッセージを伝える重野会長

演奏をする喜高吹奏楽

トレーニング指導を受ける子どもら

モズ親鳥（左）とモズの卵（右）伊地知さん撮影

調査をする濱尾博士

シマの話題 Topics in KIKAIJIMA
　

喜
界
町
保
護
司
会
（
重
野
泰
介

会
長
）は
７
月
２
日
、町
長
に
対
し「
第

62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
を
行
っ
た
。

　

伝
達
式
で
は
中
央
推
進
委
員
会
委

員
長
滝
実
法
務
大
臣
と
鹿
児
島
県

推
進
委
員
会
委
員
長
伊
藤
祐
一
朗
県

知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
町
長
に
伝
え

ら
れ
た
。

　

重
野
会
長
は
「
私
た
ち
の
活
動
は

犯
罪
の
予
防
と
、
不
幸
に
し
て
犯
罪

を
犯
し
た
人
の
更
正
を
支
援
す
る
こ

と
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
今
回
は
喜
界

高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会
を
企
画
し

た
。
こ
の
活
動
が
日
本
の
明
る
い
社

会
形
成
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

た
。

　

翌
日
は
、
喜
界
高
校
吹
奏
楽
団
を

招
き
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ふ
く

り
前
に
お
い
て
演
奏
会
を
開
催
。
演

奏
会
で
は
い
き
も
の
が
か
り
の
「
あ
り

が
と
う
」
な
ど
数
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。

ま
た
、
重
野
会
長
か
ら
運
動
の
趣
旨

等
の
説
明
を
し
て
、
買
い
物
客
に
こ
の

活
動
の
意
義
を
訴
え
た
。

　
〝 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

〞
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
防
止

と
、
犯
罪
を
し
た
人
や
非
行
の
あ
る

少
年
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
。

　

き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
梶
原
貴
史
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

は
７
月
１
日
、
町
体
育
館
に
お
い
て
、

第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
実
和
則
さ
ん
と
上
赤

絵
里
佳
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ａ

奄
美
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
所
属
）

を
招
き
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
体
験
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
が
あ
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
身
体
と
脳
・

神
経
系
統
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
発
育

を
促
し
、
運
動
の
習
得
効
果
を
高
め

る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
。「
運
動

に
お
け
る
一
連
の
過
程
」
を
円
滑
に
、

正
確
に
行
う
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
低
学
年
と
高
学

年
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
合

わ
せ
た
指
導
を
し
た
。
実
さ
ん
は「
頭

と
体
を
使
っ
て
楽
し
く
運
動
し
よ
う
」

を
当
日
の
目
的
と
し
て
定
め
、
楽
し

く
学
べ
る
よ
う
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ

た
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
骨
盤
の
使
い
方

を
重
視
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

た
。
参
加
者
の
喜
島
健
太
く
ん
（
９

歳
）
は
「
ス
キ
ッ
プ
し
た
り
、ス
ト
レ
ッ

チ
し
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
。

ブ
ー
メ
ラ
ン
を
投
げ
る
の
は
難
し
か
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

国
立
科
学
博
物
館
濱
尾
章
二
博

士
と
奄
美
野
鳥
の
会
鳥
飼
久
裕
会

長
が
７
月
５
〜
７
日
、
初
確
認
さ

れ
た
モ
ズ
の
繁
殖
生
態
調
査
の
た

め
来
島
し
た
。
こ
の
調
査
は
長
年

繁
殖
定
着
確
認
を
注
視
し
て
い
た

伊
地
知
告
さ
ん
（
川
嶺
）
が
、
今

年
６
月
に
モ
ズ
の
写
真
撮
影
に
成

功
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　

調
査
は
モ
ズ
の
巣
周
辺
に
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
卵
と
巣
に

戻
る
親
鳥
を
観
察
し
た
。
濱
尾
博

士
に
よ
る
と
、
ビ
デ
オ
撮
影
が
で
き

た
抱
卵
中
の
鳥
は
、
間
違
い
な
く

モ
ズ
の
メ
ス
で
あ
り
、
そ
の
後
、
給

餌
に
訪
れ
た
雄
鳥
も
モ
ズ
で
、
つ
が

い
（
夫
婦
）
と
確
認
で
き
た
と
い
う
。

　

今
回
の
喜
界
島
に
モ
ズ
が
定
着

し
た
こ
と
に
対
し
濱
尾
博
士
は
、

「
南
西
諸
島
で
は
ト
カ
ラ
列
島
中
之

島
で
し
か
繁
殖
し
て
い
な
い
モ
ズ

が
、
そ
れ
よ
り
南
で
繁
殖
し
た
（
近

年
は
南
大
東
島
で
繁
殖
）
こ
と
は

か
な
り
珍
し
い
事
例
。
そ
れ
も
一
例

の
偶
然
的
な
繁
殖
事
例
で
は
な
く
、

一
定
数
の
モ
ズ
が
島
内
に
生
息
し
て

お
り
、
他
に
も
古
巣
が
発
見
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
繁
殖
分

布
域
か
ら
遠
く
離
れ
た
喜
界
島
に

繁
殖
集
団
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
島
で
は
集
団

が
小
さ
く
、
繁
殖
集
団
の
創
設
や

絶
滅
が
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
今
回
そ
の
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
語
っ
た
。

モ
ズ
と
確
認
さ
れ
、
発
見
者
の
伊

地
知
さ
ん
は
「
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ

ス
に
次
ぐ
、
新
た
な
野
生
生
物
が

定
着
し
た
。
今
後
の
経
過
が
楽
し

み
」
と
述
べ
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

〜
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
〜

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
ぶ

 

〜
第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
体
験
フ
ェ
ス
タ
〜

ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
に
続
く

　

初
め
て
モ
ズ
の
繁
殖
が
確
認
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税務課からのお知らせ
『税で創る、あかるい未来』
　８月31日は、
町県民税第２期の 納付期限です。納期内
に納めましょう。
　その他、税について疑問などがございま
したら、お気軽に税務課までお越しください。

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
事
業
主
…

建
設
業
を
営
む
方

　

対
象
と
な
る
労
働
者
…

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

　

掛
金
…
日
額
３
１
０
円　

●
特
長

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
○
掛
金
の
一

部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
○
掛
け

金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経

費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額

非
課
税
と
な
り
ま
す
。
○
事
業
主

が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

● 

建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お

知
ら
せ

　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様

　

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第

2
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な

く
、全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

4
年
以
上
在
学
し
て
、
1
2
4
単

位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、学
士（
教

養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
8
月
31
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島
学

習
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
９
９
―
２
３
９

―
３
８
１
１
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

に
対
し
、
各
種
手
続
き
の
特
例
措

置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

● 

建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ

の
お
願
い

○
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労

日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て

く
だ
さ
い
。
○
「
建
設
業
退
職
金

共
済
手
帳
」
を
所
持
し
て
い
る
労

働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す
る

と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請

求
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。

● 

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建

退
共
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〒
8
9
0
―
8
5
1
2

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
６
―
10
鹿
児

島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
内

℡
0
9
9
―
2
5
7
―
9
2
1
6

　

文
化
面
投
稿
企
画
と
し
て
、
ふ

だ
ん
読
者
が
暮
ら
し
の
中
で
見
聞

き
し
た「
心
温
ま
る
や
り
と
り
」「
思

わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
」

「
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
」
な
ど
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
風
に
（
で

き
れ
ば
島
口
で
）
紹
介
す
る
シ
ョ
ー

ト
コ
ー
ナ
ー
「
ゆ
む
口
、
う
ば
口
、

あ
ぶ
ら
口
」
を
新
設
し
ま
す
。

　

と
も
す
れ
ば
長
文
で
難
解
と
敬

遠
さ
れ
が
ち
な
文
化
面
（
水
・
木
・

金
曜
日
に
掲
載
）
に
、
読
者
の
興

味
を
い
ざ
な
う
き
っ
か
け
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
応
募
は
メ
ー
ル
を

旨
と
し
ま
す
が
、
広
く
一
般
の
投

稿
を
募
る
た
め
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

暮らしの情報 インフォメーション

Ｘ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
原
則
不

定
期
掲
載
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
で
す
。

入
稿
↓
採
用
さ
れ
次
第
、
随
時
紹

介
し
ま
す
。

●
投
稿
先

〒
8
9
4
―
8
6
0
1

　

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
10
―
3

南
海
日
日
新
聞「
ゆ
む
口
、う
ば
口
、

あ
ぶ
ら
口
」
係

FAX　
0
9
9
7
―
53
―
6
6
3
6

E-m
eil:bunka-nakashim

a@
nankainn.com

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

南
海
日
日
新
聞
編
集
部

℡
0
9
9
7
―
53
―
2
1
2
7

（
文
化
欄
担
当
／
清
正　

淳
）

　奄美の農業農村のあり方について考え、提案しようという地

域主導、住民参加によるキャンペーン活動を行っている「ＫＡ

Ｍあまみ21」では、奄美独特の農業や農村の魅力を表現した写

真展「あまみフォト農美展」を開催して12回目となりました。

　奄美の美しい景観は、豊かな「自然」と、これと調和した「農」「く

らし」に根ざした群島民の財産となっており、今後とも、この奄

美の財産を写真を通して表現していきたいと思っています。

　つきましては、「日本で最も美しい村」連合に加盟している喜

界島の魅力を写真で発信してみませんか。

写真作品募集のご案内

第 12回 あまみフォト農美展

町内各地に
ポスター
掲示中

テーマ
　奄美の魅力ある農業と農村
　　　　～ムンヅクリヌホーラシャ～
募集期間
　平成 24年９月 28日（金）まで

問合せ・申込先 産業振興課 耕地係（65-1456）
 県喜界事務所 農村整備係（65-0092）

放
送
大
学

　

10
月
生
募
集
の
お
し
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　

―
建
退
共
制
度
―

読
者
投
稿
企
画

「
ゆ
む
口
、
う
ば
口
、
あ
ぶ
ら
口
」
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＊＊＊＊＊＊＊おおきくなあれ＊＊＊＊＊＊＊

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

交こ
も
ご
も 々

に
朝

あ
し
たの

空
を
透
り
く
る

姿
見
え
ね
ど
美は

し
き
囀

さ
え
ずり林

　
　

蓮
香

真
夜
目
覚
め
カ
ー
テ
ン
開
け
て
月
眺
む

過
去
行
く
末
を
思
う
九

こ
こ
の
そ
じ

十
路

有
村
　

道
子

国
敗
れ
苦
し
み
島ひ

と人
が
拓ひ

ら
き
た
る

台
地
は
防

さ
き
も
り人

の
灯
が
夜
に
点
る

弥
島
　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

短う

た歌
学
び
我
が
人
生
の
夢
な
ら
む

美び

し
く
老
ひ
た
き
心
の
浄
化

豊
島
　
　

瞳

庭
先
で
カ
ラ
ス
の
行
水
涼
求
め

我
も
浴
び
た
や
子
供
に
戻か

え
り

平
島
　

初
子

島
興
し
太
鼓
の
音
色
我
が
胸
に

響
き
わ
た
り
て
涙
あ
ふ
る
る

井
澤
紀
美
子

た
か
ゆ
く
や
従
妹
旅
立
ち
あ
ら
ぬ
世
へ

機は
た

に
染
み
た
る
残
り
香
尊
し

前
田
喜
代
美

炎
天
下
胡
麻
の
草
取
り
い
そ
い
そ
と

日
は
黄た

そ
が昏

れ
て
豊
作
祈
る豊

島
　

文
子

今
に
し
て
生
老
病
死
し
み
じ
み
と

悲
し
む
な
か
れ
彼
岸
の
旅
立
ち

美
代
　

イ
シ

梅
雨
が
明
け
心
さ
わ
や
か
散
歩
の
途と

夏
色
の
風
と
空
に
高
太
郎安

田
　

初
枝

若
き
頃
貴あ

な
た方

の
三
歩
後
に
行
き

現い

ま在
で
は
四よ

ん
ぽ歩

前
い
そ
い
そ
と

高
田
　

エ
ツ
ミ

喜界町の推計人口
（平成24年 7月1日現在）

世帯数   ・・・・ 3,547 戸 （△７）

人 口   ・・・・ 7,833 人 （△８）

男   ・・・・ 3,794人 （△ 4）

女   ・・・・ 4,039 人 （△８）

（　）は前月比

戸
籍
の
窓

　

７
月
号
15
P
戸
籍
の
窓
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
の
欄
で
「
大
碕・

那

菜
子
」
は
正
し
く
は
大
崎・

那
菜
子
」

で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

住

所

早

町

指

宿

市

湾湾

　

氏　

名　

峰
山　

恵
喜
光

川
尻　

真
里
恵

久
保　

恭
平

後
藤　

ま
な

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

泰　
　

匡
一

文
園　
　

節

大
野　

善
亮

富
田　

範
男

白
井
ち
と
せ

椿　
　

幸
子

岡
本　

玉
子

富
田　

常
利

住
友　

徳
江

幸
田　

辰
男

平
瀬
美
枝
子

村
上　

国
信

東
京
都

早　

町

小
野
津

　

湾　
佐
手
久

赤　

連

赤　

連

中　

里

上
嘉
鉄

　

湾　
川　

嶺

上
嘉
鉄

（
小
野
津
出
身
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

村
田　

セ
キ

髙
橋　

正
夫

前
田　

ヒ
ル

94
才

69
才

95
才

荒

木

川

嶺

伊
実
久

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名

白
井　

一
夫

平　

千
恵
美

大
野　

亮
榮

富
田
喜
代
美

小
見
山
ソ
ヨ
コ

吉
川
ミ
エ
子

富
田　

シ
ゲ

佐
田　

光
俊

平
瀨　

武
雄

幸
田　

ヨ
シ

豊
田　

信
雄

撰　
　

節
子

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

氏　
　

名

久
山　

紗さ

ら宙

濵
崎　

蒼そ
う
や矢

保
護
者

・
忍
・

・
秦
平
・

住　

所

　

湾
志
戸
桶

年
齢

52
才

52
才

63
才

57
才

94
才

87
才

91
才

86
才

77
才

96
才

76
才

82
才

住

所

佐
手
久

花
良
治

小
野
津

湾
赤

連

浦

原

中

里

佐
手
久

川

嶺
湾

荒

木

佐
手
久

　スポーツが大好きな長男、一樹。人懐っこく想いやりの

ある次男、侑生。二人は年子で毎日ケンカが絶えませんが、

元気いっぱいの兄弟です。そんな二人からいつもパワーを

もらっています。これからも元気いっぱい、大きく育ってね。 

（両親より）

　お姉ちゃんたちと遊ぶのが大好きな紋

之城。島の豊かな自然の中で、大きく、た

くましく、思いやりのある子に育ってね。

（両親より）

髙橋　一
かずき

樹くん（６歳）
　　　侑

ゆうせい

生くん（４歳）（川嶺）
父　直樹さん　母　美穂さん中督　紋

もんのじょう

之城くん（１歳・大朝戸）
父　洋志さん　母　奈美さん
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慶
応
年
間
、
手
久
津
久
に
山
口

憲
徳
公
と
い
う
人
が
い
た
。
当
時

は
医
療
施
設
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

の
で
難
産
等
の
不
幸
事
が
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
鹿
児
島
県
の
日
置

郡
に
「
お
産
・
子
宝
の
神
」
を
祀
っ

た
花
尾
神
社
が
あ
る
事
を
知
っ
た

山
口
公
は
、
か
ね
て
か
ら
信
仰
心

厚
く
、
早
速
鹿
児
島
へ
渡
り
分
神
・

分
霊
の
許
可
を
頂
き
御
神
体
を
お

供
え
し
て
手
久
津
久
花
尾
駿
河

の
守
り
神
と
し
て
花
尾
神
社
を
創

設
、
明
治
45
年
に
無
格
社
と
な
る
。

拝
殿
の
柱
に
は
島
津
家
紋
章
が
刻

印
さ
れ
て
い
る
。

 

神
社
デ
ー
タ

日 曜日 内　　容 場　　所 時　　間

16 木 登記相談 役場トレーニング室 9:00 ～ 12:00

17 金

18 土
お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

図書館 2階 14:00 ～ 14:45

19 日

20 月 図書館休館日

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土
お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

図書館 2階 14:00 ～ 14:45

26 日
青少年ふるさと大会

町体育館・総合グラ
ウンド

8:30 ～

貝ガラ　名づけ教室
中央公民館新館ホー
ル

14:00 ～ 16:00

27 月

図書館休館日

雇用保険失業認定（１型） 役場トレーニング室 9:00 ～

乳児健診 旧すこやかセンター 13:15 ～

28 火

29 水

30 木

31 金

日 曜日 内　　容 場　　所 時　　間

1 土
お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

図書館 2階 14:00 ～ 14:45

2 日

3 月 図書館休館日

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

図書館 2階 14:00 ～ 14:45

喜界園　納涼盆踊り大
会

喜界園内（園庭） 19:00 ～ 21:00

9 日

10 月
図書館休館日

雇用保険失業認定（３型） 役場トレーニング室 9:00 ～

11 火 デイケア 旧すこやかセンター 10:00 ～

12 水

13 木
雇用保険（失業給付）求
職受付

役場トレーニング室 13:30 ～

14 金

雇用保険（失業給付）説
明会

役場トレーニング室 10:00 ～

移動消費生活講座
役場コミュニティー
ホール

14:00 ～ 16:00

体操教室
役場コミュニティー
ホール

21:00 ～

15 土

お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

図書館 2階 14:00 ～ 14:45

体操教室
役場コミュニティー
ホール

9:30 ～

花
尾
神
社
（
手
久
津
久
）

シ
マ
の
神
社
を
見
て
あ
る
記　

第
五
回

（平成 24年８月16日～９月15日迄）

く ら し の ーカ レ ン ダ

８月８月 ９月９月

御
祭
神

　

源
頼
朝
（
み
な
も
と
よ
り
と
も
）

　

円
後
阿
舎
利（
た
ん
ご
の
あ
し
ゃ
り
）

　

島
津
忠
久
（
し
ま
づ
た
だ
ひ
さ
）

　

島
津
重
豪
（
し
ま
づ
し
げ
ひ
で
）

　

島
津
斉
彬
（
し
ま
づ
な
り
あ
き
ら
）

御
利
益
・
霊
力

　
「
子
宝
・
安
産
」

御
神
格

　
「
子
宝
・
安
産
の
神
」

鳥
居

　

神
明
系
（
石
製
）

祭
日

　

旧
暦
９
月
15
日

創
設

　

慶
応
２
年
（
１
８
６
７
年
）

総
本
社

　
 

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
花
尾
町
花
尾

神
社
（
旧
日
置
郡
郡
山
町
）

参
考
資
料

　

 

喜
界
町
誌
、喜
界
島
の
伝
説
・
昔
話
、

鹿
児
島
県
神
社
庁
Ｈ
Ｐ
、
日
本
の

神
社
・
神
様
に
関
す
る
事
典
等

【
監
修
】
喜
界
島
神
社
研
究
会

　
　
　
　

会
長　

上
園
田　

健

○毎週月曜日は図書館休館日です。
※ 行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
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